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法 律 相 談
□ 区役所1 階区民相談室
相談日は、毎週月・木曜日、午
後1時～4時

□ 第二庁舎会議室
相談日は、毎月第三水曜日、午
後1時～4時

※ ともに予約制( 電話予約可能)
≪ 月2 回( 5 日 、20 日) 発 行 ≫

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

昭
和

六
十
年
度
予
算
案

発

表

一般会計の財源別・目的別内訳

歳 入
1, 263億円
( 100. 0%)

歳 出

1, 263億円
( 100. 0%)

昭和60年度足立区予算案概要 ( 単位千円)

昭
和
六
十
年
度
の
区
の
予
算
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
活
力
と
ふ

れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
と
健
康
の
充
実
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
の
充
実
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
重
点
施
策
と
し

。
積
極
型
の
年
間
総
合
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

施
策
全
般
に
文
化
性
を
と
り
入
れ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
財
源
を
配
分
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
の
補
助
金
削
減
や
区
民
の
行
政
改
革
へ
の
要
里
に
こ
た
え
る
た
め
、事
務
事
業
の
見
直
し
を

徹
底
し
、経
輿
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、畷
員
定
数
を
抑
制
し
、行
財
政
の
健
全
化
、効
率
化
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。こ
の
予
算
案
は
、
三
月
の
区
議
会
で
一

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

福

祉

□
老
人
福
祉

老
人
人
口
の
増
加
が
急
速
な
な

か
で

。
老
人
福
祉
の
需
要
は
奪
歹

ま
す
増
加
し
て
い
ま
す

。

昨
年
ま
で
、
七
卜
五
歳
以
上
の

老
人
全
貝
に
「
敬
老
金
」
を
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
啻
吹
め
、

窈
飛

米
寿
を
迎
え
た
方
々
を
対

象
に
し
た
記
念
品
の
単
価
を
増
額

し
ま
す

。こ
れ
に
よ
り
、約
六
千
万

円
の
節
約
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

経
貫
は
、
ね
た
き
り
き
人
に
対
す

る
巡
回
入
硲
、
理
髪
サ
ー
ビ
ス

、

訪
問
n
護
、
家
庭
奉
仕
糾
の
派
遇

な
ど
、
真
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
事
業
の
无
実
に
あ
て
ま

す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
策
で
あ

る
高
齢
者
争
業
団
の
作
業
所
の
運

宮
に
も
あ
て
ら
れ
ま
す
。

□
心
身
障
害
者
福
祉

川
の
不
自
山
な
ぢ
へ
の
ガ
イ
ド

ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
蒭
の
新
設
、
巾
。

度
心
身
障
腎
者
の
巡
川
入
浴
回
数

増
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
行
い

ま
す
。

□
児
童
福
祉

乳
幼
児
の
す
こ
や
か
な
成
育
を

頤
い
、
親
の
斤
児
不
安
を
解
消
す

る
た
め
の
相
談

を
実
施
し
ま

す
。

保

健

似
健
サ
ー
ビ
ス
の
允
実
の
た
め

に
、
中
央
木
町
保
健
相
談
所
を
改

染
中
で
す
が
、
こ
の
巾
に
険
査
セ

ン
タ
ー
(
仮
恰

を
併
殿
し
ま
す
。

現
皀
。づ
の
保
継
所
で
ほ
っ
て

い
る
食
‥
J
や
水
輿
の
衛
生
険
酉
と

臨
味
倹
査
を
検
査
セ
ン
タ
ー
に
純

台
・
拡
充
し
、
公
害
関
係
の
険
査

も
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

各
種
試
験
、
検
査
体
制
を
確
立

し
、区
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

閲
設
は
、
昭
和
六
卜
一
年
卜
川

の
予
定
で
す
。下

水
道

卜
水
石
は
、
快
適
で
、
喰
心
し

て
住
め
る
ま
ち
つ
く
り
に
必
要
不

可
欠
な
公
共
施
汲
で
す

。

し
か
し
、
足
立
区
の
下
水
直
蒻

及
乖
は
、
昭
和
五
卜
八
年
度
未
現

在
で
二
五
%
と
、
二
十
三
回
平
均

の
八
〇
%
に
比
べ
、
大
幅
に
遅
れ

て
い
ま
す

。

こ
の
た
め
卜
で
は
、
下
水
心
整

術
を
区
政
の
唄
肖
施
柔
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
そ
の
促
進
に
努
め
て
い

ま
す
。

新
年
要
は
、
西
新
井
栄
町
一
丁

目
な
ど
二
十
一
力
所
、
瓦
四
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
禧

価
し
ま
す

。

生
活
環
境

□
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

ド
民
の
皆
さ
ん
の
こ
協
り
に
よ

り
、
す
で
に
、
竹
の
塚
駅
を
は
じ

め
四
つ
の
駅
的
の
放
置
自
転
巾
を

£
放
し
ま
し
た
。

ま
た
、
き
ょ
う
二
卜
日
か
ら
は
、

北
F
H

駅
前
の
自
虹
車
駐
巾
場
の

介
料
・
ひ
録
制
を
実
施
し
て
い
ま

す

。新
年
度
は
、
十
一
月
を
目
途
に

内
新
井
駅
前
の
自
転
小
駐
屯
場
を

祭
術
し

、
有
料
・
び
録
化
、
放
肝

卒
心
区
域
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

自
転
巾
利
用
者
の
多
い
竹
の
塚

駅
に
つ
い
て
は
、
西
口
に
自
転
車

駐
巾
場

。力
所
を
増
設
し
ま
す
。

□
補
助
二
五
八
号
線
立
体
化

栗
原
こ
丁
日
～
四
Γ
目
凹
の
稾

武
線
と
の
Q
休
化
エ
ー
に
杓
f
し

ま
す

。
四
ヵ
年
事
業
の
第
一
年
次
と
し

て

。行
い
ま
す

。

□
河
川
水
路
総
合
利
用
計
画
の
策

定
K
内
回
川
水
路
の
利
明
計
画
駄

本
構
想
を
策
定
し
、
亟
点
項
日
と

し
て

、
葛
西
刷
水
の
親
水
公
園
化

を
険
討
し
ま
す

。

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

K
で
は
、
卜
そ
ブ
ロ
ッ
ク
に

。

阨
ず
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

六
月
に
は
、
保
塚
セ
ン
タ
天
保

罹
一
八
-
!
)
が
開
館
す
る
予
定

で
、
そ
の
中
に
は
、
社
会
教
4
衂
、

図
再
館
、
出
張
所
、
老
人
館
、
児

童
鰍
が
入
り
ま
す
。

新
年
度
は
、江
北
セ
ン
タ
大

汗

北

。
ド
ミ
九
)
の
建
設
を
す
す
め
、

開
鯨
は
昭
和
六
卜

。印
四
川
の
予

疋
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
地
域
に
つ

い
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
註
附

す
る
た
め
次
の
と
お
り
設
計
委
託

な
ど
を
行
い
ま
す

。

▽
興
粁
セ
ン
タ
ー
(
興
野
一
―
一

『
ソ
ー
ーー
設
計
委
託

▽
脛
耻
セ
ン
タ
大
鹿
浜
六
-
竹

・
凸
伊
興
セ
ン
タ
ー
(
西
伊
興

町
耳
ひ

・・・
地
質
調
査
、
設
計

委
託

▽
梅
田
セ
ン
タ
ー
ー
(
梅
田
三
上
三
三

し
I
:

川
地
取
得
、
設
計

委
(謡

心

人
余
鹿
併
設
)

※
名
称
は
、い
ず
れ
も
仮
称
で
す

。

教

育

□
学
校
教
育

ふ
学
校

。
校
に

、
放
送
放
映
装

置
。
Å

・
y

を
設
泗
し
、
今
後

の
4

人
乱
圃
を
検
乱
す
る
た
め
の

実
験
校
と
し
ま
す
。こ
の
装
置
は
、

児
童
が
映
像
を
み
な
が
ら
、
興
味

深
く
学
習
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す

。
ま
た

、
検
討
し
て

き
た
、
ぷ
学
学
凹
装
置
に
つ
い
て

は
、
新
印
度
か
ら
、
岨
次
本
格
的

に
4
入
し
て
い
さ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
青
少
年
の
健
全
育

嘆
の
た
め
の
事
笑
も
充
実
し
ま

す
、

□
社
会
教
育

閥
際
肖
印
年
の
罷
進
の
た
め
、

占
‥り
の
L
張
人
余
男
を
間
催
し
、

肖
り
川
休
開
催
の

。
。り
人
フ
ェ
ス

テ
ー
「
ル
を
援
助
し
ま
す
。ま
た
。

余

ラ
ン
テ

″
ア
傑
険
」
と
い
わ

れ
る

、
哇
会
教
肖
活
動
主
催
考
保

険
制
溲
が
発
足
し
ま
す
。こ
れ
は
、

ホ
ラ
ン
テ
f
ア
鵬
動
巾
発
生
し
た

事
故
の
補
贋
を
て
ん
補
す
る
も
の

で
、
雛
害
賠
償
両
任
保
険
と
傷
害

保
険
が
含
ま
れ
ま
す
。

経費 の 節 減で
住民サービスの充実

K
で
は
、厳
し
い
町
政
状
況

の
な
か
で
区
政
を
碵
唖
的
に
す

す
め
る
た
め
、不
娶
f
急
の
甲

邨
澎
貨
の
廃
止
や
改
羨
を
す
る
一

气

内
部
管
理
拝
費
の
節
賊
、

憔
駿
や
り
事
の
増
加
に
伴
う
職

口
数
の
抑
制
に
努
め
て
き
ま
し

た
。そ

の
結
火
、昭
和
五
十
匕
年

度
か
ら
五
ト
九
年
度
の
三
年
悶

で
上
(
億
八
F
万
円
の
経
9
を

節
約
し
ま
し
た
。

新
印
度
の
予
算
細
成
に
あ
た

っ
て
も
、h
億
三
卜
万
円
を
節

約
し
ま
り

こ
れ
ら
の
則
齡
は
、
公
園
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
路
の
造
成
な

ど
の
快
適
な
ま
ち
つ
く
り
の
た

め
や
、
寝
た
き
り
き
人
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
身
休
の
下
自
山

な
万
々
の
た
め
の
福
祉
の
充
実

に
あ
て
ま
す
。

区民サービス

□
住
民
情
報
漢
字
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入

昭
和
六
卜
一
乍
四
月
の
申

叭
(本
町
庁
舎
の

開
設
と
出
張
所

内
配
置
の
賞
施

を
目
途
に
、
シ

ス
テ
ム
実
施
の

た
め
の
整
勦
を

し
ま
す

。

本
庁
舎
、
巾

臾
本
町
庁
舎
、
出
張
所
、
北
F

住
駅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
転
出
入
等
の
手
続

き
、
X
‥哇
証
明
の
発
行
が
ど

こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

同
時
に
、
内
部
乎
睛
の
処

理
か
牙

ン
ラ
イ
ン
化
し
、
的

膾
な
行
政
執
付
と
舉
郤
処
理

の
効
率
化
を
は
か
り
ま
す
。

□
情
報
公
開
制
度
の
推
進

昭
和
六
十
一
年
四
月
の
制

度
実
施
を
目
途
に
、本
斤
舎
、

中
火
本
町
庁
舎
に
区
政
資
料

亰
を
設
け
、
文
書
目
録
な
ど

を
乍
吸
し
ま
す
。

昭 和60年 度主な事業
○ 印は新規事業

生活 基盤の整備

公j t F 水道の壑備… … … … … … 63101368 万I l l

○ 綿睛258 り 韓 老体化
卜 り年・嘔業簓 】111次1 … … 6 憧・733万円

○ コミJ ニテ1 道路造成( 2 兮所3 … 789 万円
○ 細街路壑備の純助… … … … … … … … 4262 万I ' J

垳川溯伊改体による散策遭｀qy) 設置

( 4 ヵ孝一● 業第2 年 次l ・・・: l騰1177 万円

○ 住堋墳 ● 攤 モデル ● 婁( 同原岫14 基本棡想

啝‘ 定の濶 龕】 … … … … … … … … … 941 力'円

○ 雌化革 豕j t 宀の 策定 … … … … … … … 557 万円

○ 河|||水銘轄 介刊用J t 両の策定… … … 84X 〕7j ' I l l
自 転 車鼾 車塲の設 置管理… … … 3 瞳7395 万円

活力 とふれあいのあ るまちづくり

4' 詢地内欄 発( 綾瀬 ・FI I 地14 事業鱸劭 等)

… … … … … … … … … … 4 億1356 万円

中小1 耄融 町 … … … … … … … … 1 僮8 】: uJ・|' l

晶、l j提 携の 書道… … … …… … … … … 3673 万Pj

○ 移動動物瞋の間催 専… …… … … … … 482 万円

福祉と健康の充実
○ 老人生活゛実態・意毒s蠢… … … … … 186万円

老人縅 祉ポランテ彳ア飩及 ● 簟… … 2961j l l l

○ ねた きり 老人理髪サ ービ ス… … … … zz81j l l l

ね た きり 老人魂|・l l人涓 … … … … … … : 17s l j 円

身体障害 よ|゙ |動申燃 料費鋤成… … … 6 匐 万川

○ ガイドヘルパー派遣助成( 視竃障害 右1・2纎)
… … … … … … … … … … … l ( 15 万'円

噛瓊心魯障・肖 者鳶l al 人浴 … … … … … 587 万I I I

老人鈿{ 児 ● 鎗併設} の建設

{ f 115r l l 、 綾瀬} … … … 5 罍7: 藾卩j l l l

○ 中央本町保健相鷁所a*( 2ヵ考I一事t f 年次)
検龕センター( 仮称) 拇驫 … … 3 億8a1 万円

災害に 強い まちづくり

○ 防 災行政 無線の駁 爾{ 111 央 本sl j i・削

… … … … … … … … … … … … 2 丗4534Xj l l l j
○ 補勅} 90 り軈沿い不燃化促 進濶査 ・‥ 535 万円

○ 大鶯排 水場( 仮称) 建設… … … 2 偕922; 哨 円

教育 の充実

○ 較跨値a( 新設2校、設J t 番託2収)

… … … … … … … … … … … … 14 億6852 万l l l
校 舎窓抒a 修・校舎内外装… … … 1{ 窟1036丿j ' 111
教育欄l ‘ 実験餃運 食( 放送放映装置 新設

| 校など) … … … … … … … … … … 4679 万円

肖豪鑑賞教11… … … … … … … … … … 1864万円
○ 児輿生徒の健全育成{ 兇 ● 生徒の廱癲

11‘ 動調 査} … … … … …… … … … … 】073j j l l l

胄 少年・非祐化防11m・ 践活動( 地域ぐ るみ濆樋)

… … … … … … … … … … … … … … 韵7 万円

○ 国 際 胥q・q・・の推進… … … … … … … … 1198 万l l l

○ 社公教宵活動t 鏤 者保障 保険l 】人・・・297 万円

○ 地域 体育柘 興補助 … … … … … … … … s) 0 万111

○ 11:北 センター( 仮称) 埋園 … … … 111E6822 万円

像塚 センター{ 飯称} 建設

( 2 ヵql 事裏第2 年一次) … … … 9125j j l り

郷t 竇料館( 仮 林) 建設

( 2 ヵ年 ● 襄第2 年次) ・・・9 轍1 弼3 万111

区民 サービスの向上
中 央本・l l r 再建設( 2 ヵ今I・事業第2 年,次)

… … … … … … … … … … … … … : 猖値152 万円

出張所建設 なと… … … … … … … l 母24S 万円

住民蜻側漢字オ ンラインy ステムの導 人

… … … … … … … … … … … … 5 億105 万円
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あ
な
た
の
手
わ
た
し
の
手

こ
こ
ろふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
。
梅
鳥
生
活
実
習
所
で
は
、
恒
例

の
豪
し
い
お
祭
り
を
行
い
ま
す
。
日
』
の
成
果
を
み
て
い
た
だ
こ

う
と
み
ん
な
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。弥

生

祭

心 身障 害
福 祉 セン ター

2/ 28( 木)
3/ 5( 火)

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、社
会
参
加
こ
`
会
復
帰
を
め

ざ
し
て
通
所
訓
練
に
励
ん
で
い
る

通
所
者
(
児
)
の
家
族
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
S
力
を
え
て
、
第
五
回

「
弥
生
祭
」
を
実
施
し
ま
す
。
日

頃
の
訓
練
威
果
を
発
表
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
い
と

思
い
ま
す

。
皆
さ
ん
の
ご
来
所
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
二
月
二
十
八
日
(
木
)
一

三
月
五
日
(
火
)
　

午
前
九
時

～
午
後
六
時
三
卜
分

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▽
二
月
二
十
八
日
圭
二
月

五
日
・
:展
示

▽
三
月
二
日
・・・
福
祉
講
座

▽
三
月
三
日
・・・▼
成
人
部
劇
・
竹

ノ
塚
リ
(

ビ
リ
テ
ー
タ
ー
ズ
演

奏
・
詩
吟
・
手
品
・
ユ
ニ
ー
ク

ダ
ン
ス
・
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
コ

ン
サ
ー
ト
▼
幼
児
部
「
み
ん
な

で
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
」(
と
ぴ
い

り
歓
迎
)
▼
即
売
コ
ー
ナ
ー
(
手

工
芸
品
、
七
宝
焼
、
陶
芸
な
ど
)

▼
軽
食
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
　
八
八
三
上
(
一
七
一

リハビリテーターズによる演奏( 昨年の弥生祭)

福
祉
講
座

日
時
　
三
月
二
日
(
土
)
午
後
て

時
一
五
時

場
所
　

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

四
階

大
ホ
ー
ル

内
容
　
▽
第
一
部
　

講
演
会
　

講

師
　
大
森
黎
氏
(
元
N
H
K

教

育
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、「
大
河
の

一
滴
」
の
著
者
)
演
題
　
出
会

い
そ
し
て
ふ
れ
あ
い
(
手
話
通

訳
付
)

▽
第
二
部

映
回
「
奇

跡
の
人
」(パ
テ
ィ
ー
デ
ュ
ー
ク

ー
ア
ス
テ
ィ
ン

、
メ
リ
ッ
サ

ー

ギ
ル
バ

ー
ト
主
演
　
一
九
七
九

年
作
品

字
幕
ス
ー
パ
ー
付
)

定
員
　
三
百
名

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　

心
身
障
客
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
　

八
八
三
上
(
I

七
一大森 黎氏

実
習所

祭梅島 生活
実習所

2/ 23( 土)、24( 日)

梅
島
生
活
実
習
所
は
、
心
身
に

障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
、
作
業
を

通
し
て
生
活
の
充
実
と
社
会
的
自

立
を
図
る
た
め
の
、
成
人
通
所
施

設
で
す
。

実
習
所
で
は
、
毎
年
、日
頃
の

威
果
を
発
表
し
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、

実
習
所
祭
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
「地
域
の
な
か
で
―
―

こ
ん
に
ち
は
、実
習
所
で
す
―
」

を
テ
ー
マ
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
の
塲
を
多
く
用
意
し
ま

し
た
。
多
数
の
方
々
の
穆
加
を
、

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
二
月
二
十
三
日
(
土
)
午

後
一
時
I
午
後
三
時

二
十
四

日
(
日
)
午
前
十
時
～
午
後
三

時

場
所
　
梅
島
生
活
実
習
所

内
容
　
▽
二
十
三
日
　
展
示
の
み

▽
二
十
四
日
　
実
習
所
紹
介
コ
ー

ナ
ー
、
地
域
コ
ー
ナ
ー
、
製
品

の
展
示
・
即
売
、
保
護
者
の
バ

ザ
ー
、
催
し
物
、
食
事
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ
先
　
梅
島
生
活
実
習
所
　

八
四
九
-
一
三
七
九

バザー風 景( 実習所 祭)

募集します

通所訓練希望者(児)
心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
江
北
分
室

で
は
、
四
月
か

ら
の

訓
練

者
(

児
)
を
募
集
し

ま
す

。

心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー

□
幼
児
部
通
所

訓
練

対
象
　
知
靡
お

く
れ
の
程
度

が
お
お
む
ね

中
・
軽
度
で

二
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
幼
児

募
集
人
員
　
若
干
名

□
成
人
部
通
所
訓
練

対
象
　
十
五
歳
以
上
の
し
体
不
自

由
者
で
障
害
の
程
度
が
お
お
む

ね
中
・
軽
度
の
者

募
集
人
員
　
石
干
名

□
身
体
機
能
通
所
訓
練

対
象
　
脳
血
管
障
害
等
で
機
能
訓

練
に
よ
っ
て
心
身
と
も
に
改
善

の
期
待
が
で
瘴
る
者

募
集
人
員
　
二
十
名

江
北
分
室

□
職
業
前
訓
練

簡
易
作
笑
等
を
通
し
、
作
業
へ

の
適
応
性
や
耐
久
性
を
高
め
職
業

攬
帰
を
め
ざ
す
者

募
集
人
員
　
若
干
名

応
募
条
件
　
い
ず
れ
も
区
内
在
住

者
選
考
方
法
　

心
身
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
医
師
な
ど
の
判
定
に
よ

り
選
考

申
込
方
法
　

来
所
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
　
三
月
二
十
日
(
水
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
▽
心
身
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
八
三
-

六
一
七
一
　
▽
江
北
分
室
　
　

八
九
六
-

二
○
七
三
(
た
だ
し
、

三
月
二
十
日
ま
で
の
月
・
水
・

木
曜
日
と
ず
る
)

加
入
し
ま
せ
ん
か

交

通

災

害

共

済

交
通
災
害
共
済
は
、
二
十
三

区
が
共
同
で
実
施
し
て
お
り
、

交
通
亊
故
に
よ
る
災
害
を
受
け

た
人
に
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る

制
度
で
す
。

一
口
琵
百
円
で
二
凵
ま
で
加

入
で
幾

見
舞
金
は
ヶ
ガ
の
程

度
に
応
じ
て
、
一
口
に
つ
き
I

万
円
か
ら
百
五
十
万
円
ま
で
で

す
。
こ
の
制
度
は
年
齢
制
限
が

な
く
、
い
つ
で
も
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
ご
冢
蓼
全
員
で
の
加

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
町
会
、
自
治
会
等
で

の
団
体
加
入
に
つ
い
て
は
、
奨

励
金
制
度
が
あ
り
。
特
別
区
交

通
共
済
か
ら
一
口
に
つ
き
二
十

五
円
(
十
口
以
上
)
、
足
立
区
か

ら
は
一
口
に
つ
き
十
五
円
(
五

十
口
以
上
)
の
奨
励
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
、都
内
の
銀
行
、

信
用
金
曜
、
信
用
組
合
、
農
協

等
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
l
V

問
合
せ
先
　
交
通
共
隰
担
当

放置自転車追放キャンペーン

北千住駅
北千住駅周辺約瓸a の範囲内の道路は放置禁止区域(
下図) となりました。
区では、地元町会・自治
会、商店街等多数の区民の
みなさんとのS 力により放
置自転車遍放キャンペーン
を行っています。
道路、駅前広場等の放置

自転車は、すべて移送しま

すのでご注意ください。みなさん一人ひとりの心
がけで、安全できれいなま
ちを作りましょう。
ご理解とご協力をお願い

します。

※ 自転車駐車場
利用申し込

みをお忘れの方は至急申し
込みください。
問合せ先　交通安全対策課

自
転
車
駐
車
場
案
内

お
よ
び
放
置
禁
止
区
域
指
定
図

※
黒
ぬ
り
部
分
の
道
路
は
放
置
禁
止
区
域
て
す

雪
害
対
策
の

お
願

い

昨
年
の
大
雪
は
、み
な
さ

ん
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

雪
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

ご
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
区

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
S
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
残
雪
を
車
道
に
投
げ
捨
て

な
い
。
残
雪
が
庚
っ
て
交

通
事
故
の
陬
因
に
な
り
ま

す
▽
自
宅
付
近
の
道
路
の
除
雪

は
、み
な
さ
ん
で
お
願
い

し
ま
す

問
合
せ
先
　
▽
土
木
部
計
固

隔
整
課

▽
都
第
六
建
設
事
務
所

八
八
二
-
一
一
五
一

受
け
付
け
て
い
ま
す

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
(
工
事
)

昭
和
六
十
年
度
・
六
十
一

年
度
に
、
区
の
建
設
工
事
等

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
は
、
期
限
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
三
月
八
日
(
金
)

受
付
時
間
　
午
前
九
時
三
十

分
～
午
後
四
時
　
土
曜
日

は
午
前
十
一
時
ま
で

用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定

用
紙

用
紙
販
充
　
(
財
)
東
京
都

弘
済
会
臨
時
販
売
所
(
都

庁
構
内
国
鉄
ガ
ー
ド
下
)

受
付
・
問
合
せ
先
　
契
約
第

一
係

申
請
は
お
済
み
で
す
か

私
立
幼
稚
園
等
の
園
児
保
護
者
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

補
助
金
申
請
の
締
切
日
が

迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
請

を
ま
だ
す
ま
し
て
い
な
い
保

護
者
の
力
は
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
三
月
五
日
(
さ
)

ま
た
、前
期
分
(
昭
和
五

十
九
年
四
月
～
九
月
ま
で
)

の
申
謂
も
れ
の
方
も
期
限
ま

で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
L
V ※

郵
送
に
よ
る
申
請
は
、
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

個
人
申
請
に
必
妥
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
使
用
の
も

の
)

▽
園
児
在
旃
証
明
魯
(
区
所

定
の
も
の
)

▽
保
護
者
名
儀
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局
不
可
)

申
請
・
問
合
せ
先
　
教
育
委

貝
会
幼
児
教
育
係

足立区都市提携
交流協会会員募集

あなたも交流活動に
参加しませんか!

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
足
立
区
都
市
提
携
交
流
協
会
」

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
た
び
設
立
す
る
協
会
は

区
が
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る

新
潟
県
小
出
町
、
艮
野
県
山
ノ

内
町
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

ベ
ル
モ
ン
ト
市
と
の
問
で
、
文

化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
交
流
を
促
進
し
、
住
民
レ
ベ

ル
で
の
忌
の
長
い
お
つ
き
あ
い

を
深
め
、
真
に
実
n
あ
る
交
流

を
図
る
た
め
の
組
廠
で
す

。

ぜ
ひ
、協
会
設
立
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、皆
様
が
協

会
の
会
貝
に
な
り
、交
疏
活
動

の
担
い
手
と
し
て
。活
動
さ
れ
る

よ
う
ぉ
願
い
い
た
し
ま
す

。

□
交
流
協
会
の
あ
ら
ま
し

<
協
会
の
目
的
>

足
立
区
と
友
好
自
治
体
提
携

(
小
出
町
、
山
ノ
内
町
)
、
姉
妹

都
市
提
携
(
ベ
ル
モ
ン
ド
市
)

を
結
ん
で
い
る
都
市
と
の
交
流

を
深
め
、
相
互
の
理
解
と
友
好

親
胯
に
寄
り
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

<
協
会
の
事
業
>

▽
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、

経
沸
な
ど
の
交
醗

▽
肖
少
年
お
よ
び
区
尺
団
体
な

ど
の
人
的
交
醗

▽
都
市
促
携
に
関
す
る
懦
報
お

よ
び
資
料
の
収
集

<
協
会
の
組
織
>

協
会
の
中
に
次
の
委
員
会
を

設
置
し
、
交
流
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

▽
友
好
自
治
体
委
員
会

小
出
町
、
山
ノ
内
町
と
の
交

流
膏
帯
進
匚
ま
す

。

▽
姉
妹
都
市
委
員
会

ヘ
ル
モ
ン
ト
市
と
の
交
流
を

推
進
し
ま
す

。

<
協
会
の
運
営
>

協
会
は
、
会
貝
の
協
力
と
参

加
に
よ
り
運
宮
さ
れ
、
必
要
な

経
費
は
、
会
費
、
補
助
金
、
寄

付
金
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
で
陏
わ
れ
ま
す
。

<
会
費
(
年
額
)
>

▽
個
人
会
H

こ

般
)
二
f
円

(
学
生
)
T

円

▽
口
体
・
法
人
会
H
　

一
万
円

□
会
員
募
集
に
つ
い
て

三
月
一
日
よ
り
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
会
貝
募
集
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
お
よ
び
申
込
書
は
。
出

張
所
、図
譜
『

社
会
教
育
館
、

亭
筋
局
(
企
画
課
内
)
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

□
入
会
方
法
に
つ
い
て

申
込
爵
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
凡
、
会
費
(
現
金
)
を
添

え
て
、
次
の
と
こ
ろ
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
事
務
局

蚤
團
課
内
)

▽
準
備
委
貝
会
委
輿
(
会
貝
募

集
凧
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
委
貝

の
住
所
、
氏
名
が
褐
篆
さ
れ

て
い
ま
す
)

≪
足
立
区
都
市
提
携
交
流
推
進

組
織
結
成
準
備
委
細
会

委
細
長
　
志
村
又
蔵
≫

申
込
・
問
合
せ
先

事
務
局
(
区
・
企
画
課
内
)
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保健
衛

生
成
人
病
検
診
の

お
知
ら
せ

成
人
綢
は
、
自
覚
症
状
が
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
こ
の
予
防
に

は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
必
薺
で
す

。

日
時
・
場
所
　
毎
週
水
曜
日
・・・
足

立
保
健
所
、
毎
週
金
曜
日
…
千

住
保
珮
所
　

午
前
九
時
～
十
時

対
象
　
員
三
十
歳
以
上
の
区
民

検
査
項
目
　
心
電
図
、眼
底

、尿
、

血
蔽
な
ど
二
十
三
項
目
(
胄
・

子
宮
が
ん
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

費
用
　

五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

八
五
五
i

四
一
五
一
、
千
住

保
健
所
　

八
八
八
-
四
二
七
七

一
般
健
康
診
査

区
で
は
四
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
健
診
日
時
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。
所
管
の
保
健
所
・
保
健

相
談
所
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
結
核
予
防
法
に
基
づ
く

結
核
検
診
も
同
時
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

費
用
　
▼
一
般
健
康
診
査
・
:百
円

▼
精
密
診
査
・・・五
百
円
(
生
活

保
霞
世
帯
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
免
除
)

一
般
健
康
診
査
の
検
査
内
容

問
診
、身
体
計
測
、血
圧
測
定
、

尿
倹
査

、X
線
間
接
撮
影
な
ど
(

検
査
の
結
果
、
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
た
方
は
、
精
密
診
査
も

行
い
ま
す
)

※
中
央
本
町
保
健
相
談
所
は
改
築

の
た
め
仮
庁
舎
で
事
業
実
施
の

あ
い
だ
、X

線
撮
影
は
行
い
ま
せ

ん
。
く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
保

飃
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
臂
く
だ

さ
い

。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

、

必
ず
持
穆
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

保
健
予
防

係
、
足
立
保
健
所
(
　

八
五
五

―
四
一
五
一
)
、江
北
保
健
相
談

所
(
　

八
九
六
1
四
〇
〇
四
)
、

千
住
保
健
所
(
　

八
八
八
-
四

二
七
七
)
、
東
和
保
健
相
談
所
(

六
9
(
I

四
一
七
一
)
、
中

央
本
町
保
健
相
談
所
(
　

八
八

〇
-
一

二
(
五
)

一般健康診査日程一覧表

四
十
歳
代
女
性
の

太
ら
な
い
た
め
の

栄
養
教
室

四
十
歳
は
老
齢
期
へ
の
曲
が
り

か
ど
、
体
の
不
調
を
訴
え
る
大
も

増
え
て
孝
豕
す
。
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
の
成
人
病
を
予
防
し

、
若

々
し
く
中
高
年
期
を
過
ご
す
た
め

に
、
ま
た
家
族
の
健
康
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所
　
▽
足
立
保
健
所
…

二
月
二
十
七
日
、
三
月
六
日
・

十
三
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～

三
時
三
十
分

(
貧
血
検
査
希
望
者
は
、
初
日
午

後
一
時
か
ら
)

▽
中
央
本
町
保
健
相
談
所
・・・
三
月

五
日
・
十
一
日
・
十
八
日
い
ず

れ
も
、
午
前
十
時
か
ら

内
容
　
▽
若
さ
を
保
ち
、
太
う
な

い
た
め
の
栄
養
学
　

▽
う
す
味

と
バ
ラ
ン
ス
食
　

▽
楽
し
く
身

体
を
動
か
そ
う
　
▽
血
圧
測

定
、
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
な
ど

費
用
　
無
料
(
貧
血
検
査
を
希
望

す
る
方
は
、
二
百
四
十
円
か
か
　
り
ま
す

)

持
参
す
る
も
の
　
筆
記
用
貝
と
塩

分
鬩
定
用
の
み
そ
汁
(
約
五
十

E
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

(
　
八
五
五
丿
四
一
五
一
)
　

中
央
本
町
保
健
相
談
所
(
　

八

八
〇
―
一
一
六
五
)

働
い
て
い
る
人
の

母

親

学

級

日
時
　

三
月
九
日
・
土
(
日

午
後
一
時
～
四
時
(
土
曜
学
級

二
日
制
)

場
所
　
足
立
保
健
所

対
象
　
勵
い
て
い
る
妊
婦

用
意
す
る
も
の
　
体
操
の
で
き
る

服
(
九
日
の
み
)
、
母
子
健
康
手

帳
'
#

記
用
具

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
、
妊
婦
体

操

、
お
産
の
準
蠏
、
妊
産
婦
の

栄
養
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

費
用
　

無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
業
務
係

八
五
五
-
四
一
五
一

成
人
病
予
防
教
室

日
時
　
三
月
七
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
区
内
在
住
・
在
助
者

テ
ー
マ
　
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
に

つ
い
て
の
お
話

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

八
八
八
一
四
二
七
七

妊
娠
し
た
ら

母
子
健
康
手
帳

妊
娠
し
た
方
は
早
目
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
、

無
料
で
健
康
診
断
の
受
け
ら
れ
る

受
診
票
夸
き
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
受
診
果
は
、
前
期
、
後
期
の

二
回
分
で
、
都
内
の
ほ
と
ん
ど
の

医
療
機
関
で
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
に
は
、
印
か
ん
を
持
参
に

な
り
、
区
役
所
の
保
健
予
防
係
、

ま
た
は
、
管
轄
の
出
張
所
に
憫
え

て
あ
る
妊
娠
届
參
鳧
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

三
月
の
献
血
予
定

▽
四
日
(
月
)
・・・
朝
日
信
用
金
崖

足
立
支
店
(
関
原
三
上
二
九
)

▽
五
日
(
火
)
…
青
木
信
用
金
礑

足
立
支
店
(
一
ッ
冢
ニ
ー
一
〇
)

▽
七
日
(
木
)
…
区
役
所
本
庁
舎

▽
十
三
日
(
水
)
…
西
新
井
駅
西

口
▽
十
五
日
(
金
)
・
;
西
新
井
消
防

署
(
西
伊
興
町
五
九
)

・
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
堂
綾
瀬
店

▽
十
八
日
(
月
)
・・・
江
北
通
り
商

店
街
な
か
ほ

ど
金
吉
園
広
珊
(

西
綾
瀬
二
上

八
)

▽
二
〇
日
(

水
)
・
:竹
の
塚
駅
東

口
▽
二
十
四
日
(
日
)
・
:西
新
井
駅

東
口

▽
二
十
八
日
(
木
)
・・
白
朮
臓
器

食
品
(
株
)
前
(
鹿
浜
一
-
一
〇
)

▽
三
十
一
日
(

日
)
・・・
竹
の
塚
駅

東
口

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
I

午
唆
三
時
三
十
分
。

た
だ
し

、
昼
食
休
憩
時
間
は
除

く

。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係
　
葛
飾

赤
十
平
皿
液
セ
ン
タ
ー
(
I
(

九
ご
〒
五
七
〇
一
)

犬
の
飼
い
主
の

方
へ
お
願
い

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま

し
ょ
う

▽
散
歩
中
の
鎖
は
で
膏
る
だ

け
短
ぐ
持
ち
汞
し
ょ
う

▽
散
歩
中
の
ふ
ん
の
後
始
末

は
責
任
も
っ
て
処
理
し
ま

し
ょ
う

。(
防
疫
指
導
係
)

精
神
衛
生
講
演
会

家
庭
に
精
神
障
害
者
を
か

か
え
、
そ
の
接
し
方
に
悩
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
家
族
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
お
話
し
し

ま
す
。

日
時
　
二
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
上
二時

三
十
分

場
所
　
江
北
保
健
相
談
所

講
師
　
菱
山
珠
夫
氏
(
世
田

谷
リ
(
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
睛

神
科
医
)

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
江
北
保

健
相
談
所
　
　
八
九
六
-

四
〇
〇
四

ひ ろ ば

カット: 永田 千枝さん( 江北6 丁目)

□
足
立
区
ろ
つ
者
協
会
主
催
に
よ

る
映
画
会

手
話
劇
が
入
っ
た
映
画
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
目
指
す
方
は
、
穆

考
に
な
り
李
罵

日
時
　
二
月
二
十
一
日
・
二
十
二

日
　
い
ず
れ
も
、
午
後
一
時
・

三
時
三
十
分
・
六
時
三
十
分
か

ら
始
ま
り
ま
す

場
所
　
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

費
用
　
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
沖
本
　
　
八

八
四
-
五
九
七
八

□
足
立
区
母
子
会
会
員
募
集

区
内
に
住
む
母
子
家
庭
と
寡
婦

の
会
が
刄
だ
し
ま
し
た
。

費
用
　
月
額
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
福
士
　
　
八

七
九
1
一
〇
九
七
(
夜
間
)

□
書
道
教
室
会
員
募
集

日

時
　
毎
週
火
曜
日
、
午
後
一
時

三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
東
和
社
会
教
育
館

対
象
　
十
八
歳
以
上
の
男
女

費
用
　
月
額
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　

古
賀
　
　

六

二
九
1
八
四
三
五

□
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
会
員
募
集

日
時
　
毎
週
火
曜
日
、午
前
十
時

三
十
分
～
正
午

場
所
　
佐
野
社
会
教
育
館

費
用
　
入
会
金
千
円
、
月
額
三
千

円
申
込
・
問
合
せ
先
　

千
葉
　
　

八

八
三
丿
九
一
七
八

□
手
芸
講
習
会

日
時
　
二
月
二
十
八
日
、
午
前
十

時
～
午
後
三
時

場
所
　
青
年
館

内
容
　
革
の
花
コ
サ
ー
ジ

費
用
　
二
千
円
(

材
料
費
)

持
参
す
る
も
の
　
(

サ
ミ

、
竹
ぐ

し

、
お
し
ぼ
り
、
目
打

、
新
聞

紙
四
枚

申
込
・
問
合
せ
先
　
須
藤
(
足
立

手
工
芸
協
必一
)
　
　

九
六
五
―

二
六
六
五

□
日
本
舞
踊
同
好
会

日
時
　
毎
週
水
曜
日
(

月
四
回
)

午
後
一
時
～
四
時

場
所
　
東
和
社
会
教
育
館

対
象
　
日
本
舞
踊
の
好
き
な
初
心

者
費
用
　
二
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
田
巾
(
藤
む
i

公
呂
一
)
　
(
○
六
上
一七

一
〇

□
法
学
研
究
会

日
時
　
毎
月
第
二
土
曜
日
、
午
後

七
時
～
九
時

場
所
　
平
野
団
地
集
会
所

費
用
　
月
額
三
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
山
本
　
　
八

五
九
-
六
二
七
七

□
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
会
員
募
集

日
時
　
毎
週
月
曜
日
、午
後
七
時
～

八
時

場
所
　
梅
島
小
学
校
体
育
館

費
用
　
入
会
金
二
千
円
、
月
額
三

千
円

申
込
方
法
　
往
筏
(
ガ
キ
で

申
込
・
問
合
せ
先
　
平
見
幸
子
(
〒
1
2
1

梅
島
一
-
三
五
上

三
　
　

ぺ
五
一
〒
四
三
九
八
)
午
後
八

時
三
卜
分
一

十
時
・
夜
間

□
山
と
自
然
の
会
会
員
募
集

当
会
は
、
足
立
区
教
育
委
貝
会

主
催
の
呎
人
学
校
を
修
了
し
た
者

な
ど
で
組
織
さ
れ
た
自
主
学
習
グ

ル
ー
プ
で
す
。

希
望
者
は
自
分
の
宛
名
を
I
い

た
(
ガ
キ
四
枚
を
送
っ
て
く
だ
さ
'
V

申
込
・
問
合
せ
先
　

佐
久
間
和
夫
(

〒
1
2
1花
畑
一
―
三
三
-
八
　

八
八
四
-
○
九
八
九
)

□
料
理
サ
ー
ク
ル
(

ケ
チ
ャ
プ
)

日
時
　
毎
月
二
回
金
曜
日
、
午
後

六
時
三
十
分
～
八
時
三
卜
分

場
所
　
胃
年
館

費
用
　
月
額
二
千
五
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
鈴
木
　
　

八

九
〇
-

七
八
七
八

投
稿
規
程
　
▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
事
、
催
し
も
の
、
講
習

会
等
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
▼
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
勝
で

百
三
卜
字
以
内
　
▼
住
所
、
氏
名
、
団
体
名
、
電
話
番
り
、
賢

用
(
金
額
・
便
途
)
を
明
記
　
▼
営
利
、
宗
歓
、
政
治
的
目
的

の
も
の
は
掲
敵
不
可
　
▼
掲
載
、
不
掲
敵
の
連
絡
は
し
ま
せ
ん

▼
啼
切
り
は
発
行
日
の
1
ヵ
月
前
　
▼
褐
載
後
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
(
〒
a
千
住
一
-
四
-
一
八
)

ご ら んく だ さ い

グラフあだち
―都市提携特集―

今
回
は
、
足
立
区
と
都
市
提

携
を
結
ん
で
い
る
小
出
町

山

ノ
内
町
、
ベ
ル
モ
ン
ド
市
の
様

子
や
提
携
を
結
ん
だ
い
瘴き
つ

な
ご
そ
區
り
込
ん
だ
都
市
提
携

特
集
を
刊
行
し
ま
し
た
。

次
の
窓
口
で
無
料
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

配
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報

課
、
第
二
庁
舎
管
理
係
、
各

出
張
所

問
合
せ
先
　
広
報
課

ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち

足
立
人
名
録

ふ
る
さ
と
探
訪

特
集

こ
の
た
び
、ビ
デ
オ
広
報
「
ル

ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」
に
収
録
さ

れ
て
い
灸
だ
立
人
名
録
、
ふ
る

さ
と
探
訪
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本
に

袤
こ
め
編
集
し
ま
し
た
。ご
家

庭
で
も
楽
し
め
る
よ
う
、ビ
デ

オ
テ
ー
プ
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。ご
冢
族
皆
さ
ん
で
ふ

る
さ
と
あ
だ
ち
を
ご
覧
に
な
り

ま
せ
ん
か

。

貸
出
し
テ
ー
プ

足
立
人
名
録
　
区
内
で
伝
統

技
術
を
守
っ
て
い
る
人
々
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
刀
剣
研
師
▽
鬼
瓦
づ
く
り

▽
創
作
和
紙
人
形
▽
紙
漉
き

▽
化
粧
ま
わ
し
・
ペ
ナ
ン
ト

つ
く
り

ふ
る
さ
`
E
葆
訪
　
区
内
に
残

る
歴
史
の
足
あ
と
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
伊
興
寺
町
▽
炎
天
寺
▽
佐

竹
稲
荷
▽
島
根
ば
や
し
と
獅

了
舞
▽
花
畑
大
鶩
神
社

申
込
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

お
友
達
や
ご
家
族
と
春
の
行
楽
に

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
「
あ
だ
ち
荘
」

五
月
分
利
用
の
利
用
抽
選

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
は
、
一
保
養
所

一
グ
ル
ー
プ
、(
ガ
キ
ー枚

に
限
り
ま
す
。

空
室
が
あ
る
場
合
は
、
利

用
日
の
三
日
前
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

な
お
、
湯
河
原
「
あ
だ
ち

荘
」
は
、
三
月
分
の
9
蚕
が

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は

「
所
得
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す

昭
和
五
十
九
年
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
に
納
め
た
国
民

年
金
の
保
険
料
は
、
ご
家
族

の
分
も
含
め
て
全
額
が
「
社

会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、

所
呀
か
ら
差
引
か
れ
課
税
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
な
ど
、
ご
主
人
の

年
末
調
整
で
、す
で
に
申
告

済
み
の
方
は
、
申
告
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
驟
適

用
係

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

国

民

年

金

相

談

国
民
年
金
に
闃
す
る
疑
問

や
制
度
に
つ
い
て
、
国
民
年

金
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
専
門
官
が
采
所

し
、
質
問
、
相
談
等
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
六
日
(
水
)
午

前
ヤ
時
～
午
後
三
時
三
十

分
場
所
　
区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
適

用
係
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区民大学
公開講座

つ
く
ば
科
学
万
博
開
催
ま
で

、

も
I冫
歹
ぐ
で
す
。そ
こ
で

、こ
れ
か

ら
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
貴
疋

。

私
た
ち
の
生
活
を
再
考
す
る
于
が

か
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

テ
ー
マ
　
こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術

と
私
た
ち
の
生
活

日
時
　
三
月
九
日
(
土
)
、
午
後
二

時
～
四
時

場
所
　
竹
の
獗
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
、
在
動
の
成
人

定
員
　
三
百
名

費
用
　
無
料

講
師
　
餌
取
聿
男
氏
(
日
経
サ
イ

エ
ン
ス
銅
集
長
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
(

住
所

・
氏
名
・
年
齢
産
明
記
)
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
又
化
係

文
化
講
演
会

野
村
克
也
氏

勝
負
と
人
生

日
時
　
三
月
土
(
日
(
土
)
、午
後

六
時
三
十
分
開
演

場
所
　
文
化
会
館

講
師
　
野
村
克
也
氏
(
野
球
評
論

家
、
元
南
厩
ホ
ー
ク
ス
監
督
)

内
容
　
「
勝
負
と
人
生
」、ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
(
和
太
鼓
と
ジ
ャ
ズ

の
共
演
)

定
員
　
九
百
五
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

問
合
せ
先
　
公
社
文
化
事
業
朦
　

八
五
九
-
八
二
二

東
部
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

楽
し
い
企
罰
が
一
杯
で
す
。
お

誘
い
合
せ
の
冫
戞
」采
場
く
だ
さ

い
。

日
時
　
二
月
二
十
二
日
～
二
十
四

日
、
午
前
九
時
I
午
峻
四
時
三

十
分

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

内
容
　

児
童
・
蝪
人
の
作
品
展

示

、
観
子
映
画
と
音
楽
・
踊
り

・
人
形
劇
の
発
表
、即
売
会
(
木

彫
り
ほ
か
)
、
お
茶
席
(
二
十
四

日
)
ほ
か

問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一

簡
易
洋
裁
技
能
講
習
会

日
時
　
三
月
四
日
～
十
五
日
の
土

曜
日
、日
曜
日
を
薩
く
十
日
閧
、

午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　

内
職
補
導
所

対
象
者
　
工
業
用
ミ
シ
ン
の
踏
め

る
方

定
員
　

十
六
名
(
先
僻
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
住
所
を
確
記
で
き
る

も
の
(

健
康
保
険
証
等
)
を
持

參
の
・
冫
λ
、
本
人
が
直
接
申
し

込
み
の
こ
と

申
込
受
付
　
二
月
二
十
五
日
午
前

九
時
か
ら
受
付
開
始

申
込
・
問
合
せ
先
　

内
職
補
碑
所

八
八
八
-
七
三
四
六

利
用
し
よ
う
―
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

野
外
レ
ク

セ
ン
タ
ー

纛
い
緑
冫
黒
川
の
渓
流
の
自

然
に
か
こ
袤
れ
た
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
(
栃
木

県
鹿
沼
市
板
荷
)
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。

五
月
分
の
受
付
は
。
三
月
一

日
か
ら
受
け
付
け
疼
歹
(
七
月

・
八
月
分
の
申
込
方
法
は
往
復

(
ガ
キ
に
な
る
予
定
で
す
。
く

わ
し
く
は
別
途
お
し
ら
せ
し
ま

す
)
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
社
会
教
育

部
管
理
係

塩
原林

間
学
園

栃
木
県
塩
原
町
金
沢
地
区
に

あ
る
塩
原
林
間
学
園
は
、
区
内

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

よ
る
移
動
教
室
、夏
期
林
間
学

園
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
毎
年
十
一
月
よ
り
四
月
ま

で
区
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
園
に
は
、
屋
外
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
、
サ
ッ

カ
ー
。ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
が
で
き

る
広
場
が
あ
り
、
屋
内
に
は
体

育
館
、
学
習
室
や
ス
テ
ー
ジ
を

備
え
た
語
ら
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
ホ
T
。

な
お
、
週
末
で
も
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
。お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方
　
区
内
の
社
会

教
育
団
体
お
よ
び
こ
れ
に
準

ず
る
十
人
以
上
八
十
人
以
内

の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法
　
利
用
日
の
1
ヵ
月

前
か
ら
電
話
で
受
付

利
用
料
金
(
賄
・
使
用
料
)

一
泊
二
日
二
食
付

大
人
…

二
千
九
百
円
、小
人
(
小
学

生
向
き
)
・・・千
四
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
校
外
施
設

係

募集 ・ 催し物

第
3
8
回

都
民
体
育
大
会

春
季
大
会

足

立
区
予
選
会

□
テ
ニ
ス
(
硬
式
)
の
部

日
時
　
三
月
二
十
四
日
・
三
十
一

日
(
予
爾
日
四
月
七
日
)
、
午
前

九
時
1
午
後
六
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
r
ツ
セ
ン
タ
ー

庭
球
場
ほ
か

競
技
種
目
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
(
高

校
生
以
下
を
除
く
)

費
用
　
一
名
千
円
(

当
日
会
場
で

納
め
て
く
だ
さ
い
)

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
競
技
種
目

を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
　
二
月
二
十
三
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
　
浦
中
和
夫
(

〒
1
2
1竹
の
塚
四
-
三
上
一
五

上
二
○
五
　
　

八
八
四
-
五
丘

三
六
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

日
時
　
三
月
二
十
一
日
(
木
)
、
午

啣
九
時
～
午
後
八
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目
　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
・
B
(

初
心

者
)・
c
(
四
十
歳
以

上
)
二

般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
A

・
B
(

初
心
者
)・
c
(
三
十
五
歳
以

上
)

資
格
　
区
内
在
住
・
在
助
の
方
(

高
校
生
以
下
を
除
く
)

費
用
　
一
ペ
ア
士
(
百
円

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
直
接

申
込
期
限
　
三
月
十
一
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
ツ
バ
メ
ヤ
ス

ポ
ー
ツ
(
〒
a
千
僕
一丁
一
九

八
八
八
i
八
三
三
一
)

区民

氷 上
講習会

日
時
　
三
月
十
日
(
日
)
、午
前
八

時
～
十
一
時

場
所
　
松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

内
容
　
だ
れ
に
も
で
き
る
や
さ
し

い
ゲ
ー
ム
と
自
由
滑
走
ほ
か

参
加
費
　
三
百
円
(
貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
窓
口

ま
た
は
区
ス
ケ
ー
ト
連
盟
(
長

谷
　

き
ハ
ペ
ー
九
〇
六
五
)

区民
バウンドテニス

講習会

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
を
知
つ
て
い
ま
す
か
。

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
は
、
硬
式
テ

ニ
ス
の
ミ
ニ
版
で

、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
9
(

分
の
一
の
広
さ
で
で
瘴
ま

す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
。
誰

に
で
ち

手
軽
に
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ぜ
ひ
'
』
の
講
習
会
に
参
加
し
、

健
康
・
体
力
づ
く
り
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い

。

日
時
　
三
月
十
八
・
十
九
・
二
十

・
二
十
二
日
(
四
日
間
)

午
唆

二
時
～
四
時

場
所
　
中
央
本
町
体
育
館

対
象
　
潟
十
六
歳
以
上
の
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
　
八
十
名
(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
、ま
た
は
往
復

(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、職
業
、お
よ
び
「パ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
希
望
」と
明
記

の
う
え
申
し
込
み
の
こ
と

申
込
期
限
　
三
月
一
(
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

体
育
課
(
〒
a

千
住
一
―
四
-

一
八
)

登
録
を
更
新
し
て
く
だ
さ
い

学
校
開
放
利
用
団
体

現
在
お
持
ち
の
登
録
カ
ー
ド
の

有
効
期
限
が
、
三
月
三
十
一
日
で

切
れ
ま
す
。
ひ
き
続
き
学
校
施
設

を
利
用
し
た
い
団
体
の
方
は
、
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

三
月
四
日
～
九
日

受
付
場
所
　
区
役
所
七
陬
会
議
室

必
要
な
も
の
　
利
用
団
体
登
録
申

躋
S

、
団
体
の
規
約
(
会
則
)
　

と
名
簿
を
と
も
に
二
部
、
現
在

使
用
中
の
団
体
登
録
カ
ー
ド
、

責
任
者
の
印
鑑

※
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
も
」
I

す
の
で
二
月
二
十
三
日
ま
で
に
返

信
用
封
筒
に
切
手
を
貼
付
し
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

送
付
・
問
合
せ
先
　
体
育
管
理
係

(
一
丁
閇
一
千
住
一
!
四
-
一
八
)

≪
ご
注
意
≫
公
聴
会
の
中
止

本
紙
二
月
五
日
号
掲
示
板
で
お

し
ら
せ
し
た
白
鬚
西
地
区
再
開
発

事
笑
の
公
聴
会
は
公
述
人
が
い
な

い
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
都
環
境
保
全
局

環
境
管
理
部
「
公
聴
会
担
当
」
(
　

ニ

ー
四
-

七
四
一
こ

へ
。

募
集
し
ま
す

臨
時
職
員

(
登
録
制
)

□
給
食
調
理

勤
務
内
容
　
給
食
調
理
補
助
業
務

(
月
曜
日
～
金
曜
日
)

資
格
　
四
十
歳
ま
で
の
健
康
な
女

性
□
学
校
警
備

勤
務
内
容
　
原
則
と
し
て
日
曜

日
、
祝
B
、
年
末
年
始
の
学
校

番
備
(
午
前
八
時
三
十
分
～
午

後
九
時
三
十
分
)

資
格
　
六
十
五
鎭
ま
で
の
健
康
な

男
性

勤
務
先
　
と
も
に
区
立
小
・
中
学

校
申
込
方
法
　
履
歴一
(
写
真
添
付
)

を
直
接
持
参
の
こ
と

申
込
期
限
　
三
月
二
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
職
員
係

公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

プ
ー
ル
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
利

用
し
て
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
週
土
曜
日
、日
曜
日
、

祭
日
お
よ
び
春
休
み
期
間
中

の
毎
B

、
午
前
九
時
～
午
後

四
時

対
象
　
小
学
四
年
生
I

中
学
生
(

小
学
三
年
以
下
は
保
護
者

同
伴
の
こ
と
)

費
用
　
二
百
円
(
一
匹
ま
で
魚

の
持
ち
帰
り
自
由
、
二
匹
目

か
ら
百
円
)

対
象
魚
　
コ
イ
(
十
五
上
(
十
　
㌢
㍍

」

※
つ
り
ザ
オ
、ア
ゴ
ナ
シ
バ
リ
、

ネ
リ
エ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

し□
健
康
体
力
づ
く
り
相
談

詞
気
で
は
な
い
が
、
体
の
飼

子
が
悪
い
と
か
、
腰
痛
、
鰐
こ

り
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
、
生

活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
運
動
不
足

屁
を
防
ぐ
こ
と
が
で
さ
ま
す
。

簡
単
な
健
康
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
日
曜
日
、午
前
十

時
～
午
後
三
時

内
容
　
年
齢
、
体
力
に
皀
つ
だ

運
動
処
方
、
各
種
健
康
相
談

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
相
談
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
予
約
の
こ
と

□
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
　
毎
週
日
曜
日
・
・
・
午
前
九

時
三
十
分
～
午
後
三
時
、毎
　

週
水
曜
日
…
午
前
九
時
三
十

分
1
午
後
七
時

内
容
　
血
圧
、
脈
拍
、
肺
活
量
、

尿
な
ど
の
測
定
と
健
康
ア
ド

バ
イ
ス

費
用
　
無
料

※
開
設
時
間
内
に
直
接
来
所
の

こ
と
。
(
正
午
土

時
を
除
ぐ
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も

総
合
ス
ポ
'
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

(
　
八
五
九
-
べ
二
一
一
)

掲
示
板

都
水
道
モ
ニ
タ
ー

対
象
　
都
内
在
住
で
満
二
十
歳

以
上
の
都
営
水
道
を
お
使
い

の
方
(
地
方
公
務
蕀
を
除
く
)

募
集
人
員
　
百
名

内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
、
連

輅
会
・
施
設
見
学
会
の
参
加

任
期
　
四
月
一
日
～
来
月
三
月

三
十
一
日
(
一
年
間
)

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
で
、

往
信
用
の
表
側
に
住
所
、氏

名
、年
齢
、職
業
、電
話
番

兮
を
明
記
し
、裏
側
に
「水

逎
に
つ
い
て
鴦
え
る
こ
と
」

と
題
し
、
二
百
字
前
後
で
作

文
を
霽
く
こ
と

申
込
期
限
　
三
月
二
十
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
　

鄒
水
道
局

広
報
課
モ
ニ
タ
ー
係
(
〒
囹

千
代
田
区
丸
の
内
=
て

八
-

一
　
　

二

二

丁

六
七
九

六
)都

消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー

対
象
　
都
内
在
庄
で
満
二
十
歳

以
上
の
万
(
公
務
員
を
除
く
)

募
集
人
員
　
千
名

内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
、
説

明
会
等
へ
の
参
加
、
ほ
か

任
期
　
五
月
I
来
年
三
月

申
込
方
法
　
(

ガ
キ
の
表
側
に

住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢

性
別
、
職
業

、
電
話

番
号
を
明
記
し
、裏
側
に
「
消

費
生
活
で
考
え
る

」
と
い
う

題
で
簡
単
な
作
文
を
S

く
こ

と
申
込
期
限
　
三
月
十
日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

都
生
活
文

化
局
消
費
者
邵
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
係
(

〒
1
0
0千
代
田
区

丸
の
内
三
一
八
一

一
　
　

二

匸
〒

三

一
一
㈹
)

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

縦
覧
期
間
の
変
更

今
年
は
、
固
定
資
産
税
の
土

地
と
家
屋
の
価
格
を
三
年
一
度

評
価
替
え
す
る
年
で
す
。ま
た
、

税
制
改
正
も
見
込
ま
れ
て
い
ま

す

。そ
の
関
係
で

、
都
区
内
で
は

毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
の
縦
覧
期
間
が
四
月
一

日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で
と
な

る
予
定
で
す
。

ま
た
、今
年
度
固
定
資
産
税
。

都
市
計
国
税
の
第
一
期
分
納
期

は
、五
月
に
な
る
見
込
み
で
す

。

≪
足
立
都
税
一
務
所
≫

パ
ー
ト
で
働
く
人
の
た
め
に

講

演
と

相

談
(

無
料
)

日
時
　
二
月
二
十
四
日
(
日
)
、

午
後
三
時
上
(
時

場
所
　
竹
の
獵
第
一
団
地
集
会

所
講
師
　
中
野
麻
美
弁
護
士
(
北

千
住
法
律
事
務
所

問
合
せ
先
　
都
王
子
労
政
事
筋

所
　
　

九
〇
〇
-
○
一
一
七

税
の
無
料
相
談

日
時
　
二
月
二
十
三
日
(
上
)
、

午
前
九
時
三
十
分一
十
二
時

三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ
先
　
税
理
士
会
足
立
支

部
　
　
八
八
二
-
九
四
一
七

※
ほ
か
に
も
、
左
表
の
通
り
閧

催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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